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表式を,フェルミ液体論に基づいて導出するo磁場中の電気伝導度 ox,に対するKubo for一/ 2)
mulaを出発点とし,Fukuyamaetal･1)に沿って磁場に比例する項を拾い集め,Eliashberg′

に従って解析接続を行 うOこの際,準粒子の減衰定数 γpに関して, 最も特異的な(即ち,γp

-0とした時に最も強く発散する様な)項のみを集めるという,フェルミ液体的括像に基づい

た近似がなされる｡

最終的に次の表式が得られる:

ox,- e73HJ器 〔Jx*% *一諾

f:フェルミ分布函数

E(p):準粒子の分散

Jy*,ux* 毒 (一藍 )e=Eb,

･一旦塑 :準粒子の速度
up- ∂pp

up*′

Jp*-up*十J器 a2322(P,P,)石 す

ここで322は(有限温度に於ける)effectiveな vertexfunctionで,最終式第二項は準粒

子間の相互作用によるvertex補正を表す0322とγpはWardidentityにより互いにcon-

sistentに決められるべきものである｡これは,物理的にはカレントの保存に対応し,特に輸

送係数の場合には,破ることは許されない｡
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9.位相乱流のeffectivedynamics

佐 々 真 一

熱平衡系以外の集団の統計力学的性質について,位相乱流を題材にして調べる｡特に,平衡

状態にある系に外力を加えた時の応答などの非平衡問題に焦点をあてる｡
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位相乱流が平衡状態にある時,その非平衡特性は長波長 modeの振舞によって規定される｡

従って,非平衡問題を考える第一歩として,平衡状態における長波長 modeのダイナミック

スを考えなければならない｡

このような観点から,長波長 modeのゆらぎの統計的特性を正確に再現する,長波長mode

だけの力学系,即ち effectivedynamicsを構成する必要がある｡

本論文では,位相乱流の effectivedynamics を導き,それに関して,いくつか議論す

る｡

得られた主要な結果は次のとおりである｡

(1)位相乱流の effectivedynamicsは十分長波長領域でStochasticGrowinglnter-

faceModel.になる｡

(2)d<dc-2の時,巨視的線形応答は存在せず非平衡問題は必らず非線形問題になる.ま

た,それに伴なって running viscosityphenomena が起こる｡

一方,d>dc-2の時,長波長 modeのゆらぎは, effectiveには線形になり,確定し

た応答係数をもつ｡

***付付付***

㊥ 位相乱流の方程式

打 普(盲¢)2十盲2¢+盲4¢-o

●

㊥ StochasticGrowinginterfaceModel

頼 普(盲¢)2-〃∇2¢-I
● 八√ヽ一 →

J:GaussianWhiteNoise

<f(x,i)I(x',t′)>-2D∂(x-x′)a(i-t′)

10.渦のつなぎ替え
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最近,乱流中の組織構造 (coherentstructure)が注目され,それを特徴付け,説明する
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